
雑

叢

北

吉小

皐

記

留

木

知

生

田

北
京
大
皐
キ
ャ
ン
パ
ス
の
機
樹
並
木
に
、
再
び
緑
が
め
ぐ
っ
て
来
た
時
、
中

園
滞
在
が
既
に
一
年
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
こ
と
を
悟
っ
た
。
昨
七
九
年
九
月
二

十
一
日
に
北
京
に
や
っ
て
き
た
時
、
街
路
の
楊
樹
や
椀
樹
の
並
木
に
は
、
ま
だ

緑
が
色
濃
く
残
っ
て
い
た
。
そ
の
時
か
ら
、
既
に
九
箇
月
ば
か
り
の
時
が
経
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
の
開
に
起
っ
た
事
ど
も
は
、
ま
こ
と
に
、
容
易
に
語
り
蜜
す

こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
様
々
を
思
い
浮
か
べ
る
と
、
文
天
鮮
で
は
な
い
ま
で

も
、
「
何
庭
よ
り
か
設
き
起
こ
さ
ん
」
、
と
い
っ
た
気
分
に
な
る
。
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ま
ず
、
私
の
こ
の
中
園
留
皐
は
、
昭
和
五
十
四
年
度
、
つ
ま
り
、

今
次
を
第

一
回
と
す
る
中
華
人
民
共
和
園
政
府
奨
準
金
(
一
箇
月
、
一
百
四
十
元
を
支
給

さ
れ
る
)
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
文
部
省
を
通
じ
、
留
皐
募
集
要
項
が
大
祭
に

配
布
さ
れ
た
の
が
同
年
の
六
月
下
旬
、

そ
し
て
、
出
願
書
類
の
提
出
期
限
は
七

月
十
四
日
で
あ
り
、
同
月
二
十
六
日
に
は
、
東
京
虎
ノ
門
の
園
立
教
育
舎
館
で

面
接
試
験
が
寅
施
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
文
部
省
か
ら
通
知
が
あ
り
、
八
月
初
め

に
は
、
中
園
留
撃
が
ほ
ぼ
内
定
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
肝
心
の
中
園
政
府
側
か
ら

の
遁
知
は
遅
れ
に
遅
れ
、
八
月
二
十
九
日
に
至
っ

て
漸
く
手
元
に
届
い
た
。
そ

の
「
録
取
通
知
書
」
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
。

「
中
華
人
民
共
和
園
数
育
部
己
同
意
木
田
知
生
入
中
園
一

所
高
等
院
校
皐
習

中
園
歴
史
専
業
。
中
略
。
可
持
此
録
取
通
知
書
於
今
年
九
月
一
日
至
九
月
三

十
日
期
間
到
北
京
報
到
。
途
期
不
到
、
取
消
入
拳
資
格
。
中
華
人
民
共
和
園

駐
日
本
園
大
使
館
」

(
原
文
は
簡
鐙
{
子
を
使
用
。
横
書
き
)

こ
の
時
黙
で
は
、

ど
こ
の
大
祭
、
も
し
く
は
研
究
機
関
に
配
属
さ
れ
る
か
、

全
く
わ
か

っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
と
に
も
か
く
に
も
、
こ
の
「
録
取
通

知
書
」
に
添
え
で
あ
っ
た
「
中
園
渡
航
に
つ
い
て
の
注
意
事
項
」
(
原
文
日
本

語
)
の
注
記
に
従
い
(
そ
の
注
記
第
四
項
に
、
「
疲
具
類
は
中
園
側
支
給
に
附

き、

持
参
す
る
必
要
は
な
い
。
」
と
あ
っ
た
の
を
お
も
し
ろ
く
讃
ん
だ
)
、
早
速

に
諸
準
備
を
済
ま
せ
、

二
十

一
日
に
は
東
京
設
の
日
本
航
空
機
J
A
L
m
使
に

乗
り
込
み
、
初
め
て
の
中
園
に
向
け
て
放
立
っ
た
。
同
行
し
た
の
は
、
同
じ
く

中
園
政
府
奨
纂
金
留
暴
生
と
し
て
北
京
に
赴
く
名
古
屋
大
皐
文
皐
部
東
洋
史
修

士
課
程
の
高
木
智
見
君
で
あ
る
。

快
適
な
飛
行
を
柑
給
与
え
、
ほ
ぼ
快
晴
の
「
北
京
首
都
機
場
」
に
到
着
し
た
の

は
、
午
後
二
時
前
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
北
京
語
言
準
院
の
留
摩
生
緋
公
室
、

韓
宗
律
老
師
の
出
迎
え
を
受
け
た
。
こ
の
時
、
自
分
達
が
、
し
ば
ら
く
北
京
語

言
回
学
院
に
寄
宿
す
る
こ
と
を
、
初
め
て
、
は
っ
き
り
と
し
た
形
で
知
っ
た
の
で

あ
る
(
日
本
の
文
部
省
か
ら
も
、
中
園
の
教
育
部
か
ら
も
、
北
京
到
着
後
の
こ

と
に
つ
い
て
は
何
ら
具
鐙
的
な
通
知
を
得
て
い
な
か
っ
た
)
。
パ
ス
で
語
言
暴

院
に
向
か
う
。
市
街
地
(
北
環
路
)
に
逮
す
る
ま
で
の
、
長
く
、
そ
し
て
美
し

い
楊
樹
並
木
は
、
北
京
到
着
直
後
の
自
分
に
、
鮮
や
か
な
印
象
を
刻
印
し
た
。

三
時
過
ぎ
、
皐
院
到
着
(
地
祉
リ
北
京
市
海
淀
匿
皐
院
路
十
五
続

三

三

一
路
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公
共
汽
車
成
府
路
東
口
姑
下
車
)
。
部
屋
は
、
十
時
肌
緩
四
階
四
三
三
時
抗
と
決
ま

っ
た
。
中
園
の
大
皐
は
全
寮
制
が
建
て
前
で
あ
り
、
こ
の
語
言
皐
院
も
例
外
で

は
な
い
。
私
の
部
屋
は
、
他
の
外
関
人
留
皐
生
と
同
様
に
二
人
部
屋
で
(
中
国

人
翠
生
は
一
室
四
名
)
、
同
室
者
は
、
東
京
の
中
園
語
研
修
皐
校
か
ら
波
遇
さ
れ

た
小
田
幸
雄
氏
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
一
箇
月
ば
か
り
の
日
を
暮
ら
す
こ
と

に
な
っ
た
語
言
皐
院
で
の
生
活
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

北
京
語
言
察
院
は
、

一
九
六
一
年
に
成
立
、
原
名
を
「
北
京
外
図
留
筆
生
高

等
預
備
謬
校
」
と
稽
し
た
が
、
六
四
年
に
現
在
の
校
名
に
改
め
ら
れ
た
。
来
華

留
皐
生
に
到
す
る
漢
語
教
撃
と
、
中
園
人
畢
生
に
削
到
す
る
外
図
語
数
育
(
英

語

・
フ
ラ
ン
ス
語
・

日
本
語
・
ド
イ
ツ
語
・
ア
ラ
ビ
ア
語

・
ス
ペ
イ
ン
語
。

四

年
制
)
、
及
び
短
期
の
外
園
語
研
修
を
主
要
任
務
と
す
る
。
つ
ま
り
、
日
本
の
外

図
語
大
泉
に
相
品
回
国
す
る
わ
け
で
あ
る
。
機
構
は
、
来
華
留
拳
生
一

系

・
来
筆
留

皐
生
二
系
・
編
輯
研
究
部

(『語
言
数
皐
輿
研
究
』
『
中
園
文
皐
家
僻
典
』
等
を

編
斡
し
て
い
る
)
・
外
語
系
の
四
部
門
か
ら
成
る

(
以
上
の
概
容
は
、
北
京
語

言
組
中
院
篇
『
来
華
留
畢
生
手
冊
』
一
九
七
九
年
八
月
版
に
依
接
し
た
〉
。

全
て
の
来
事
+
留
同
学
生
は
、
ま
ず
、
こ
の
北
京
語
言
事
院
で
各
自
の

中
園
語

(
漢
語
〉
能
力
を
試
験
さ
れ
、
そ
の
試
験
結
果
と
、
本
人
の
希
墜
に
従
っ
て
、

或
い
は
そ
の
ま
ま
語
言
皐
院
の
来
華
留
四
学
生
一
系
、
も
し
く
は
二
系
に
残
り
、

或
い
は
、
各
地
の
大
接
へ
と
散
っ
て
い
く
決
ま
り
で
あ
る
。
そ
の
ま
ま
語
言
拳

院
に
残
る
者
に
は
二
種
の
タ
イ
プ
が
あ
る
。
漢
語
能
力
が
、
ま
だ
不
十
分
の

者
、
も
し
く
は
、
一

貫
し
て
現
代
漢
語
の
勉
強
(曾
話
能
力
の
向
上
も
含
む
)

を
し
よ
う
と
い
う
者
の
二
種
で
あ
る
。
そ
し
て
、
漢
語
拳
習
に
関
し
て
だ
け
言

え
ば
、
こ
の
語
言
事
院
は
、
優
れ
た
数
育
機
関
で
あ
る
。
私
の
場
合
、
来
牽
五

日
目
六
日
目
に
質
施
さ
れ
た
筆
記
試
験

・
口
頭
試
問
(
来
筆
し
た
順
に
逐
衣
寅

施
さ
れ
る
〉
の
結
果
と
、
二
三
の
先
生
の
推
税
と
に
よ
り
、
早
く
か
ら
、
北
京

大
祭
へ
の
配
属
が
決
ま
っ
て
い
た
。
翌
十
月
中
旬
、
そ
の
預
定
に
従
っ
て
北
京

大
皐
に
移
る
ま
で
、
こ
の
北
京
語
言
曲
学
院
で
は
、
全
く
授
業
に
参
加
す
る
こ

と
が
な
か
っ
た
。
そ
の
開
、
個
人
的
に
語
皐
練
習
を
し
、
曲
学
院
主
催
の
見
皐
銀

行
等
に
参
加
し
た
ほ
か
は
、
た
だ
ひ
た
す
ら
北
京
を
観
て
廻
っ
て
い
た
。
主
だ

っ
た
名
勝
古
蹟
は
そ
の
聞
に
観
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
開
学
院
で
の

授
業
の
様
子
ゃ
、
留
拳
生
の
質
態
は
、
自
分
の
熟
知
す
る
所
で
は
な
い
。
し
か

し
、
大
ま
か
な
外
廓
と
重
要
な
諸
貼
だ
け
は
、
ど
う
し
て
も
、
こ
こ
で
書
き
記

し
て
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
、

自
分
と
同
じ
く
、
中
園
政
府
奨
翠
金
留
開
学
生
一
(
日
木
の
文
部
省
が
窓

口
に
な
っ
て
い
る
黙
で
、
他
の
続
〈
準
金
留
皐
生
、
及
び
自
費
留
皐
生
と
区
別
さ

れ
て
い
る
〉
と
し
て
、

九
月
中
に
、
こ
の
語
言
拳
院
に
や
っ
て
来
た
者
は
、
全

て
二
十
名
で
あ
っ
た
。
京
都
大
暴
か
ら
は
、
自
分
の
ほ
か
、
考
古
皐
の
西
村
俊

範
氏
、
中
園
語
摩
の
卒
田
昌
司
氏
の
三
名
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
、

幕
攻
の
別
か

ら
言
う
と
、
中
文
専
攻
(
文
民
ナ
現
代
漢
語

・
古
代
漢
語
・
方
言
研
究
等
)
が

九
名
、
中
園
史
専
攻
が
五
名
、
中
園
美
術
専
攻
が
三
名
、
中
園
哲
事
専
攻
が
一

名
、
中
園
考
古
拳
が

一
名
、
政
治
経
済
摩
専
攻
が
一
名
、
計
二
十
名
で
あ
る
。

語
言
拳
院
に
は
、
我
々
二
十
名
の
ほ
か
、
日
中
友
好
協
曾
・
日
中
皐
院

・
中
園

語
研
修
聞
学
校
等
振
遣
の
留
皐
生
(大
多
数
が
現
代
漢
語
専
攻
で
あ
る
〉

が
お

り
、
さ
ら
に
、
外
務
省
及
び

各
種
企
業
振
遣
の
語
象
研
修
者
等
を
総
計
す
る

と
、
日
本
人
だ
け
で
、
一
時
、
百
名
を
超
え
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
こ
に
皐
ぶ

外
圏
留
畢
生
は
三
百
数
十
名
(
五
十
数
箇
園
〉
で
あ
る
が
、
勿
論
、
日
本
が
最

大
勢
力
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
嘗
然
、
日
本
人
だ
け
が
群
れ
を
な
す
、
と
い
っ
た

海
外
到
る
所
で
見
ら
れ
る
宿
弊
が
こ
こ
で
も
現
出
す
る
。
大
部
分
の
留
拳
生

は
、
早
朝
七
時
過
ぎ
に
畢
内
の
留
畢
生
食
堂
(中
園
人
食
堂
と
は
隔
て
ら
れ
て

い
る
。
西
洋
料
理
が
中
心
で
あ
る
が
、
油
傑

・
稀
飯
等
の
中
餐
も
置
か
れ
て
い
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る
)
で
朝
食
を
済
ま
せ
、
八
時
か
ら
の
午
前
の
授
業
に
精
を
出
す
。
午
後
は
、

原
則
的
に
授
業
は
無
く
、
一
慮
、
自
習
時
聞
に
蛍
て
ら
れ
て
い
る
。
夜
や
休
日

に
は
、
阻
学
院
側
が
留
皐
生
向
け
に
、
遁
嘗
な
開
隔
で
各
種
の
催
し
も
の
を
用
意

し
、
観
劇
・
見
皐
に
出
か
け
る
こ
と
も
多
い
。
留
曲
学
生
の
全
員
と
敬
師
の
大
多

数
と
が
闘
争
院
内
に
居
住
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
こ
う
し
た
際
の
聯
絡

・

統
率
は
、
至
極
簡
単
に
済
ん
で
し
ま
う
。
こ
う
し
て
、
自
分
も
、
準
院
で
暮
し

た
一
箇
月
の
関
、
周
ロ
庖

・
八
遼
嶺

・
十
三
陵

・
清
東
陵
(
い
ず
れ
の
地
も
、

「外
園
人
未
経
許
可
不
准
超
越
」
と
あ
る
標
識
の
外
側
で
あ
る
〉

等
々
の
地
を

観
た
の
で
あ
る
。

十
月
に
入
る
と
、

留
皐
生
の
何
分
の
一
か
が
衣
第
に
各
地
の
大
皐
に
移
っ
て

い
っ
た
。
現
在
、
日
本
人
で
、
文
科
系
暴
科
専
攻
希
望
の
留
畢
生
に
開
放
さ
れ

て
い
る
大
皐
は
、
北
か
ら
順
に
、
吉
林
大
皐

・
遼
寧
大
且
ナ
北
京
語
言
皐
院

・

北
京
大
祭
・
南
関
大
皐
・
山
東
大
皐

・
南
京
大
泉

・
復
旦
大
皐
(
士
ロ
林
山
東
南

大
祭
は
、
八

O
年
九
月
か
ら
開
放
さ
れ
た
)
の
八
箇
庭
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か

に
、
美
術
を
皐
ぶ
も
の
に
は
、
北
京
の
中
央
美
術
皐
院
や
杭
州
の
掘
削
江
美
術
皐

院
、
漢
方
墜
事
門
祭
校
と
し
て
は
、
北
京

・
杭
州
・
慶
州
等
地
の
中
盤
皐
院

が
、
ま
た
、
杭
州
の
漸
江
農
業
泉
院
等
も
門
戸
を
開
い
て
い
る
。
日
本
以
外
の

園
家
か
ら
の
留
皐
生
に
は
、
別
の
大
祭
も
開
放
さ
れ
て
い
る
由
で
あ
る
。
な

お
、
研
究
所
機
関
へ
の
長
期
留
皐
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
許
可
さ
れ
て
い
な
い
。
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北
京
到
着
一

箇
月
後
、
十
月
二
十
二
日
、
北
京
大
皐
に
移
っ
た
。
語
言
皐
院

か
ら
は
バ
ス
停
に
し
て
四
匡
開
、
西
に
隔
て
る
だ
け
で
あ
る
。
頭
上
に
は
、
そ

の
日
も
抜
け
る
よ
う
な
蒼
湾
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
一
年
近
く
北
京

で
暮
し
、
こ
の
十
月
が
、
最
も
美
し
い
季
節
で
あ
る
こ
と
を
質
感
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
南
門
に
近
い
準
内
の
二
十
六
棲
に
部
室
を
割
り
嘗
て
ら
れ
た
あ
と

(
女
子
留
筆
生
は
二
十
五
補
償
〉
、
早
速
、
北
京
大
息
ナ
留
拳
生
緋
公
主
任
何
高
老
師

の
説
明
を
受
け
る
。
北
京
大
皐
(
以
下
、
北
大
)
の
歴
史
と
そ
の
重
要
性
(
重
一

黙
院
校
中
の
最
重
黙
校
で
あ
る
〉
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
新
た
に
書
く
要
も
な

い
で
あ
ろ
う
。
現
在
の
拳
生
数
は
八
、
二

O
O名
(
文
革
前
九
、
七

O
O名、

八
五
年
度
ま
で
に

一
四
、
0
0
0名
に
旗
充
す
る
計
蜜
が
あ
る
)
、
研
究
生
(
大

皐
院
生
・
研
修
員
に
相
嘗
)
数
は
四
六
二
名
、
教
職
員
数
二
、

七
O
O名
、
教

授
副
数
授
は
四

O
O名
近
く
で
あ
る
。
四
十
近
い
園
家
か
ら
一
一
一
一

O
名
を
超
え

る
留
象
生
を
迎
え
て
い
る
ほ
か
、
八

O
年
六
月
か
ら
は
、
短
期
の
サ

マ
l
ス
ク

ー
ル
を
開
設
し
、
既
に
、
米
園
か
ら
そ
の
第

一
陣
が
や
っ
て
来
た
。
こ
こ
で

は
、
米
函
と
日
本
が
、
い
ず
れ
も
二
十
名
を
超
す
留
皐
生
を
迭
り
込
ん
で
二
大

勢
力
と
な
っ
て
い
る
。
部
室
(
出
国
さ
は
京
聞
の
六
畳
程
〉
は
、
や
は
り
原
則
的

に
二
人
居
住
で
あ
る
が
、
部
屋
代
(
月
額
四
十
五
元
〉
を
支
梯
え
ば
、

一
人
で

居
住
す
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
、
こ
の
北
大
の
日
本
人
留
皐
生
は
、
大
多
数
が
本
科
生
ハ
修
業
年
限
四

年
〉
で
あ
り
、

一
年
と
か
二
年
の
短
期
進
修
生
は
、
む
し
ろ
少
数
で
あ
る
。
老

同
皐
に
問
う
て
、
我
々
は
、
日
本
人
の
中
園
留
畢
生
と
し
て
は
、

日
中
園
交
正

常
化
後
の
第
七
期
目
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
第

一
期
は
一
九
七
三
年
、
闘
交

正
常
化
の
翌
裁
で
あ
る
。
そ
の
第
一
期
生
は
、
大
部
分
が
、
い
わ
ゆ
る
友
好
人

士
の
子
女
で
、
既
に
ほ
と
ん
ど
が
餓
園
し
た
。

そ
の
後
、
七
九
年
に
至
る
ま

で
、
主
に
日
中
友
好
協
舎
を
通
じ
て
数
多
く
の
留
皐
生
が

北
京
に
や
っ
て
き

た
。
し
か
し
、

大
皐
院
で
専
門
に

中
園
皐
を
修
業
し
て
き
た

留
畢
生
の
訪
中

は
、
本
格
的
に
は
七
九
年
度
が
初
め
て
で
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
七
九
年
度
、

文
部
省
を
通
じ
て
波
達
さ
れ
た
我
々
第
七
期
生
は
、
埼
玉
大
皐
助
教
授
関
口
順

氏
(
中
園
哲
皐
)
を
筆
頭
に
、
牢
数
以
上
が
大
祭
院
出
身
、

も
し
く
は
在
席
者
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で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

北
京
大
皐
は
、
北
京
の
西
北
郊
外
、
附
近
に
軍
機
庭
胡
同

・
藍
旗
営
等
の
地

名
を
い
ま
も
残
す
「
海
淀
」
の
地
に
位
置
す
る
(
海
淀
に
つ
い
て
は
、
北
大
地

理
問
学
系
主
任
侯
仁
守/薮
授
に
幕
論
「
北
京
海
淀
附
近
的
地
形
、
水
道
興
緊
落
」

同
氏

『
歴
史
地
鼠
守
的
理
論
輿
質
践
』

所
枚
が
あ
る
〉
。
奮
来
、
王
府
井
大
街
の

北
側
、

沙
灘
に
在
っ
た
奮
北
京
大
祭
(原
名
京
師
大
皐
堂
)
は
、
一
九
五
二
年

に
至
っ
て
こ
の
地
に
移
り
、
清
華
大
祭
の
文
科
系
部
門
、
及
び
誠
一
京
大
祭
と
統

合
さ
れ
、
翌
五
三
年
、
新
生
北
京
大
皐
の
成
立
を
み
た
。
皐
内
の
そ
こ
か
し
こ

に
は
、
い
ま
も
ご
九
五
二
年
三
校
建
委
舎
」
と
か

「燕
」
と
刻
し
た

マ
ン

ホ

ー
ル
の
鍛
蓋
が
幾
つ
も
見
出
せ
る
。
一
方
、
沙
灘
に
は
北
大
旗
聞
社
「
紅
楼
」
の

一
部
が
い
ま
だ
に
残
っ

て
い
る
(
侯
仁
之
氏
に

「
沙
灘
的
紅
棲
」
と
い
う
小
文

が
あ
る
。
『
北
京
街
道
的
故
事
』
l
一
九
六
O
年
北
京
出
版
社
|
所
牧
)。

さ
て
、
海
淀
の
四
迭
を
見
渡
す
と
、
東
北
方
に
は
理
科
系
の
名
門
、

清
華
大

祭
が
あ
り
、
北
側
に
は
、
一
面
に
園
明
国
遺
蹟
が
僚
が
っ
て
い
る
。
こ
の
国
明

園
は
、
い
ま
で
は
そ
の
園
林
の
東
北
偏
に
在
っ
た
欧
風
建
築
(
西
洋
楼
)
遺
蹟

に
よ
っ
て
の
み
想
起
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
盛
時
の
そ
れ
は
、
長
春
園
(
西
洋

複
は
そ
の
最
北
迭
に
位
置
す
る
〉
・
寓
春
園
(
北
大
に
鄭
接
)
・
固
明
園
の
三
国

か
ら
成
る
大
国
林
で
、

普
通
、

こ
の
三
園
を
「
園
明
園
」
と
か

「
園
明
三
国
」

と
線
穂
し
た
〈
八

O
年
一
月
、
北
大
の
畢
業
生
で
あ
る
王
威
氏
執
筆
の
『
園
明

園
』
が
北
京
出
版
社
「
北
京
史
地
叢
書
」
の
一
冊
と
し
て
再
版
さ
れ
た
)
。

い

ま
、
そ
の
宏
大
な
跡
地
を
歩
く
と
、
第
二
次
腐
片
戦
争
時
の
英
俳
両
軍
、
一
九

O
O年
の
八
園
聯
合
軍
、
そ
の
後
の
軍
閥
時
代
に
受
け
た
度
重
な
る
破
扱
行
震

と
「
洗
劫
」
(
玉
威
氏
『
園
明
園
』
六
四
頁
)
の
跡
は
、
到
る
慮
、
限
を
裂
い

た
く
な
る
光
景
で
あ
る
。
文
源
閣
跡
も
、
回
以
山
に
使
わ
れ
た
無
数
の
石
が
無
惨

に
残
る
ば
か
り
で
あ
る
(
文
源
閣
碑
は
、
復
原
さ
れ
て
北
京
図
書
館
内
に
置
か

れ
て
い
る
)
。
た
だ
、

こ
の
大
圏
林
を
取
り
巻
く
四
迭
の
山
丘
の
穏
や
か
な
曲

線
と
園
林
内
の
静
か
な
起
伏
、
そ
し
て
、
人
民
共
和
園
後
の
大
規
模
な
植
林
に

よ
っ
て
回
復
さ
れ
た
緑
樹
の
美
し
さ
か
ら
は
、
お
.ほ
ら
げ
な
が
ら
乾
隆
盛
時
の

優
美
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
在
、
園
明
国
管
理
庭
が
正
式
に
愛
足
し

(常
設
展
示
、
か
あ
り
、
国
明
園
四
十
景
の
闘
片
、
『
古両
国
之
園
|
1
国
明
園
』

等
の
説
明
書
を
用
意
し
て
い
る
)
、
園
林
の
部
分
的
な
再
建
構
想
が
少
し
ず
つ

寅
施
に
移
さ
れ
て
い
る
。
近
い
将
来
、
国
明
園
が
、
承
徳
の
熱
河
避
暑
山
妊

(七
八
年
よ
り
封
外
開
放
さ
れ
た
)
の
よ
う
に
盛
時
を
努
霧
さ
せ
る
姿
を
我
々

の
前
に
現
わ
す
こ
と
も
あ
る
に
違
い
な
い
。

北
大
か
ら
西
に
し
ば
ら
く
行
く
と
、
「
中
外
聞
名
」
の
願
和
圏
で
あ
る
。
多

く
の
人
が
、
貧
地
に
こ
の
大
庭
園
を
槻
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
こ
で
は
資

言
を
用
い
な
い
こ
と
に
し
よ
う
。

同
学
内
に
限
を
穂
ず
る
と
、
そ
の
中
心
地
域
は
、
奮
燕
京
大
問
問
干
の
跡
地
で
あ

る
。
そ
し
て
、
こ
の
燕
京
大
拳
は
、
清
朝
時
代
の
庭
園
(
園
明
園
の
属
国
)
を

基
礎
と
し
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

い
ま
も
、
準
内
の
激
職
員
の
居
住

区
域
に
は
、
国
明
園
附
属
国
の
沓
名
が
留
め
ら
れ
、
そ
こ
か
し
こ
に
残
る
湖
水

や
俵
山
の
跡
か
ら
は
、
骨
田
時
の
結
構
の
大
半
を
想
像
で
き
る
。
最
近、

園
明
園

祉
の
西
洋
模
湖
水
法
制A
座
正
面
の
原
位
置
に

設
置
復
原
さ
れ
た
石
扉
風
五
塊

は
、
も
と
北
大

「朗
潤
圏
」
内
に
放
置
さ
れ
て
い
た
も
の
と
聞
く
。
ま
た
、
校

内
の
「
鳴
鶴
間
」
と
「
鏡
春
闘
」
は
、
一
時
、
徐
世
昌
に
占
接
さ
れ
た
こ
と
も

あ
っ
た
ら
し
い
。
北
大
正
面
を
出
る
と
、
す
ぐ
西
側
に
「
蔚
秀
園
」
「
承
浮
園
」

が
綴
い
て
い
る
。
こ

の
庭
内
を
仔
細
に
眺
め
れ
ば
、

「
紅
楼
夢
」
の
世
界
を
感

得
す
る
こ
と
も
、
或
い
は
、
可
能
で
あ
る
(「大
観
園
」
を
モ
デ
ル
に
し
た
と

い
う
「
恭
王
府
」
は
、
現
に
什
剥
前
海
に
存
在
す
る
。
雑
誌

『
政
務
』
八

O
年

第

一
期
・

第
三
期
等
多
照
〉
。
美
し
い
北
大
の
キ

ャ
ン
パ
ス
の
中
で
も
、
と
り
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わ
け
美
し
い
の
は
、
何
と
言
っ
て
も
土
木
名
湖
迭
で
あ
ろ
う
。
わ
け
で
も
、
五
月

初
旬
、
湖
岸
に
柳
繋
が
舞
う
頃
の
き
め
細
か
な
美
し
さ
は
、
自
分
の
い
ま
ま
で

に
貌
た
最
も
美
し
い
景
観
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
着
目
「
淑
春
圏
」
の
中
心

を
な
す
部
分
で
あ
る
。
湖
水
中
に
は
、
乾
隆
期
の
寵
臣
・
和
坤
が
造
り
残
し
た

石
紡
の
礎
石
が
い
ま
も
残
っ
て
い
る
。
そ
の
南
岸
の
小
丘
に
は
、
エ
ド
ガ
l

・

ス
ノ
ウ
の
墳
墓
が
あ
る
。
大
多
数
の
数
官
は
、
こ
れ
ら
の
奮
庭
園
跡
の
職
員
住

宅
の
ほ
か
、
さ
ら
に
、
皐
内
の
「
燕
南
国
」
(
哲
皐
系
の
鴻
友
関
数
授
、
中
文

系
の
王
力
数
授
等
が
居
住
)
、
準
外
の
「
燕
東
園
」、
中
関
村
〈
中
園
科
皐
院
の

宿
舎
も
あ
る
〉
の
宿
舎
に
居
住
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
大
皐
に
至
近
の
距
離
で

あ
る
。大
皐
の
機
構
は
、
文
科
と
理
科
に
大
別
さ
れ
、
総
計
二
十
二
の
系
、
六
十
二

の
専
業
、
十
一
の
研
究
所
(
豆
州
研
究
所
・
外
園
哲
同
学
研
究
所
・
南
毘
研
究
所

等
〉
か
ら
成
っ
て
い
る
。
日
本
で
い
う
、
中
園
皐
の
「
哲
史
文
」
(
中
園
で
は

「
文
史
哲
」
の
順
に
な
る
こ
と
の
方
が
多
い
)
は
、

北
大
で
は
、

哲
皐
系
(
哲

築
専
業
)
、
歴
史
皐
系
(
中
園
歴
史
専
業

・
世
界
歴
史
専
業

・
考
古
皐
専
業
)
、

中
園
語
言
文
皐
系
(
文
拳
専
業
・
漢
語
専
業
・
古
典
文
献
専
業
)
に
相
嘗
す
る

(
以
上
は
、
新
入
生
案
内
に
品
目
固
た
る
『
北
京
大
暴
迎
新
手
冊
』
|
北
京
大
皐
招

生
緋
公
室
編
一
九
七
九
年
八
月
|
、
及
び
、
入
試
案
内
に
類
似
す
る

『
北
京

大
泉
招
生
専
業
介
紹
』

一
九
八

O
年
、
の
雨
手
冊
に
依
録
し
た
)
。

哲
皐
系
は
、
官
同
友
隣
教
授
(
以
下
、
「
数
」
)
、
張
岱
年
(
数
)
、
郵
交
民
副
数

授
(
以
下
、
「
副
」
)
、
湯
一
介
〈
副
。
故
湯
用
形
教
授
の
子
息
)
、
朱
伯
毘
講
師

(
以
下
、
「
議
」
)
、
楼
字
烈
(
講
)
、
許
抗
生
(
講
〉
と
い
っ
た
陣
容
で
あ
る
。

中
文
系
に
つ
い
て
は
、
波
多
野
太
郎
氏
に
訪
中
報
告
「
最
近
中
園
拳
界
の
動

向
|
文
皐
、
言
語
の
研
究
|
」
(
『
龍
渓
』
五

O
、
七
九
年
九
月
)
が
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
、
改
め
て
、
教
授
・
副
数
授
と
、
北
大
で
の
研
究
分
掘
を
記
し
て
置

く
。
斯
界
の
大
長
老
た
る
王
力
教
授
(
古
漢
語
〉
は
、
八
十
歳
の
高
齢
な
が
ら

極
め
て
お
元
気
で
、
最
近
、
『
漢
語
語
音
史
』
の
編
纂
に
着
手
さ
れ
た
と
の
こ

と
で
あ
る
(
人
民
日
報
一
一
一
月
八
日
続
〉
。
そ
の
ほ
か
、
周
租
議
(
古
典
文
献
)
、

思
「
駅
鮮
(
語
言
)
、
亥
家
欝
(
方
言
)
、

朱
徳
臨
山
(現
代
漢
諮
問
)
、
陰
法
魯
〈
古

典
文
献
)
、
王
落
(
現
代
文
皐
)
、
楊
晦

(
文
審
理
論
)
、
奥
組
制
(
古
代
文
皐
)、

林
庚
(
古
代
文
庫
ナ〉
、
季
鎖
准
(
古
代
文
皐
)
の
各
教
授
が
お
ら
れ
、
副
敬
授

陣
に
は
、
主
一漏
堂
(
方
言
)
、
郭
錫
良
(
古
漢
語
)
、
唐
作
藩
(
古
漢
語
)
、
業

費
聾
〈
普
通
語
言
)
、
徐
遁
銘
〈
普
通
語
一言〉
、
林
熊
(
垣
間
言
)
、
妥
錫
圭

(古

典
文
献
)
、
陸
俊
明
(
現
代
漢
語
)
、
甘
世
一隅
(語
言
)
、
石
安
石
(
語
言
理
論
)
、

章
廷
謙
(
現
代
文
皐
)
、
巌
家
炎
(
現
代
文
皐
)
、
呂
徳
申
(
文
審
理
論
)
、
鴻
鍾
芸

(
古
代
文
闘
争
)
、
陳
胎
鍬
(
古
代
文
同
ぎ
と
い
っ
た
数
官
陣
が
揃
っ
て
い
る
。

さ
て
、
肝
心
の
歴
史
系
の
番
で
あ
る
が
、
世
界
歴
史
専
業
に
つ
い
て
は
省
略

し
、
考
古
屋
a

専
業
に
つ
い
て
も
簡
単
に
燭
れ
る
に
止
め
る
。
考
古
皐
専
業
は
、

大
き
く
、
奮
石
器
時
代
・
新
石
器
時
代
・
股
周
時
代
・
秦
漢
時
代
・

唐
宋
時
代

の
五
つ
の
部
門
に
分
か
れ
、
各
々
に
、
呂
遜
誇

(
副
)
、
厳
文
明
(講
)
、
郵
衡

(
副
〉
、
食
偉
超
(
副
)
、
宿
白
(
数
)、
高
明
(副
)
、
李
仰
松

(
副
)
と
い
っ

た
数
官
陣
、
そ
の
ほ
か
、
石
窟
考
古
に
は
、

閣
文
儒
教
授
が
お
ら
れ
る
。

中
園
歴
史
専
業
の
主
任
は
、
宋
代
史
研
究
の
大
家

・
郵
資
銘
数
授
で
あ
る
。

数
授
は
歴
史
系
金
健
の
主
任
で
も
あ
る
。
中
園
史
専
業
に
は
二
十
名
を
上
回
る

数
官
が
い
る
が
、
以
下
、
大
鐙
、
年
代
順
に
、
そ
の
布
陣
を
記
し
て
み
よ
う
。

古
代
史
に
は
、

張
俸
璽
(
副
)
、
陳
仲
夫
(
副
)
、

顧
徳
融
(
講
)
、
孫
森
(
過
ぎ
、

融
翌
日
南
北
朝
史
に
、
周
一
良
(
数
)
、
祝
線
斌
(
副
)
、
田
鈴
鹿
〈
副
)
、
階
唐

史
に
は
、
王
永
興
(
数
〉
、
奥
宗
図
(講
)
、
唐
宋
時
代
の
中
外
交
通
史
に
は
、

張
度
逮
(
副
)
、
宋
代
史
に
は
、
郵
賢
銘
(
数
)
、

李
培
浩
(講
)
、
元
明
清
史

に
、
商
鴻
遼
(
敬
)
、
許
大
齢
(
数
〉
、

支
良
義
〈
講
)
、
近
現
代
史
に
は
、
陳
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慶
輩
(
数
〉
、
陳
芳
芝
(
数
〉
、
張
寄
謙
(
副
)
、
郭
心
臨
(
副
)
、
祭
天
琳
(
副
)
、

張
注
洪
(
識
)
、
了
則
動
(
講
)
、
玉
樹
棟
(
講
〉
、
玉
砕
間
秋
(
講
)
、
活
動
之

(
講
〉
、
張
図
一
隅
(
議
〉
の
諸
先
生
方
が
お
ら
れ
る
。

北
京
大
撃
で
は
、
中
園
の
他
の
大
皐
と
同
様
に
、
入
皐
一
年
時
よ
り
専
門
が

分
か
た
れ
る
。
一
製
年
の
同
学
生
数
は
、
卒
均
三
十
名
で
、
ご
一
年
時
は
、
日
本

で
い
う
数
養
諜
程
に
似
て
、
哲
皐
・
古
代
文
選

・
史
料
皐
・
外
園
語
等
の
履
習

を
義
務
づ
け
ら
れ
、
中
園
史
に
つ
い
て
も
、
主
に
通
史
を
修
製
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
八

O
年
九
月
の
新
皐
期
か
ら
は
、
二
年
時
か
ら
、
「
専
題
課
」
と

「
選
修
課
」
を
履
脅
し
て
も
可
い
こ
と
に
な
る
由
で
あ
る
。
「
幕
題
課
」
は
、

農
民
戦
争
史
と
か
中
西
交
通
史
等
の
如
く
、
テ
ー
マ
が
府
間
い
時
代
に
亙
る
も

の
。
「
選
修
課
」
に
は
、
断
代
史
と
分
期
史
が
あ
る
。
最
後
の
年
次
に
は
、
畢

業
論
文
を
要
求
さ
れ
て
い
る
。

授
業
は
、
一

O
O分
単
位
。
途
中
、
十
分
聞
の
休
憩
時
聞
を
挟
む
。
午
前
の

部
。
七
時
中
十
九
時
二
十
分
、
九
時
半
|
十

一
時
二
O
分
。
午
後
は
、
一
時
宇

|
三
時
二
十
分
、
三
時
半
l
五
時
二
十
分
。
夏
期
に
は
三
十
分
繰
り
下
が
る
。

夜
七
時
中
十
九
時
二
十
分
は
、
主
に
、
語
感
授
業
に
嘗
て
ら
れ
る
。
日
本
の
演

習

・
議
議
に
嘗
た
る
も
の
は
、
な
い
。
全
て
が
講
義
形
式
で
あ
る
。
授
業
内
容

は
、
短
期
間
に
し
ば
し
ば
完
結
も
し
く
は
幾
動
す
る
の
で
、
そ
の
一
々
を
書
き

記
す
こ
と
は
難
し
い
。
数
授
が
講
義
を
分
鎗
す
る
の
は
、
む
し
ろ
稀
で
、
七
九

年
六
月
現
在
、
玉
、
氷
興
数
授
が
「
唐
代
文
書
研
究
」
を
、
商
鴻
遼
教
授
が
清
朝

史
を
七
八
年
期
生
以
上
、
及
び
研
究
生
を
針
象
に
講
じ
て
お
ら
れ
る
ほ
か
は
、

副
敬
授
、
も
し
く
は
講
師
陣
に
よ
っ
て
授
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
現
在
、
授

業
を
指
賞
さ
れ
て
お
ら
れ
な
い
諸
教
授
も
、
極
め
て
活
動
的
で
、
皐
内
で
、
度

度
元
気
な
御
姿
を
拝
見
し
た
し
、
何
人
か
の
先
生
方
に
は
、
特
別
講
義
の
形
で

接
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
日
頃
、
指
導
教
官
の
立
場
で
筆
者
を
敬
vお
し
て
下
さ

っ
て
い
る
郵
賢
銘
先
生
は
、
七
九
年
末
、
皐
内
の
俄
文
棲
で
「
漫
談
有
関
北
宋

兵
制
的
幾
筒
問
題
」
と
い
う
題
の
下
に
特
別
講
皐
を
行
わ
れ
た
。
既
に
巌
寒
を

迎
え
て
い
た
時
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
午
後
二
時
か
ら
始
ま
っ
て
五
時
過
ぎ
に

終
わ
る
ま
で
、
休
憩
を
入
れ
ず
、
椅
子
に
も
坐
せ
ら
れ
ず
、
さ
ら
に
、
湯
茶
を

も
口
に
さ
れ
ず
、

宋
代
兵
制
の
重
要
諸
黙
を
一
気
阿
成
に
論
じ
ら
れ
た
。
古
稀

を
幾
品
掛
か
上
廻
る
御
年
と
伺
っ
て
い
る
が
、
そ
の
御
元
気
さ
に
は
驚
歎
す
る
ほ

か
な
か

っ
た
。
今
年
五
月
末
に
は
、

商
鴻
達
先
生
か
ら
清
朝
史
に
関
す
る
二
つ

の
演
題
(
後
文
参
照
)
で
御
話
を
伺
い
、
六
月
初
め
に
は
、
周
一
良
先
生
に

「
関
於
雀
浩
」
と
い
う
題
で
特
別
諮
問
停
を
受
け
た
。

こ
れ
は
、

皐
生
逮
で
構
成

す
る

《
求
寅
》
同
学
祉
の
請
い
に
、
周
先
生
が
感
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
の
機
舎
に
、
四
月
子
外
・
圏
外
の
著
名
数
授
の
講
演
を
拝

聴
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
昨
十
一
月
末
に
は
、
北
大
郷
公
棲
穫
堂
で
、
社
曾
科

祭
院
世
界
宗
数
研
究
所
所
長

・
任
縫
愈
先
生
(
前
北
大
哲
皐
系
教
授
)
の
「
併

数
縦
横
談
」
を
聴
く
機
舎
が
あ
っ
た
。
こ
の
講
演
は
、
座
席
を
得
ら
れ
な
か
っ

た
大
聴
衆
が
演
題
上
に
も
進
出
し
、
任
先
生
の
背
後
に
ま
で
座
を
占
め
る
に
至

っ
た
程
の
大
盛
況
で
あ
っ
た
。
今
年
三
月
に
は
、
米
園
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
祭
劉

子
健
教
授
が
講
演
さ
れ
、
農
民
起
義
の
指
導
者
層
に
つ
い
て
の
新
鮮
な
分
析
を

提
示
し
、
準
生
関
に
大
き
な
徐
韻
を
残
し
て
い
か
れ
た
。
四
月
に
入
っ
て
か
ら

は
、
最
近
、

『貌耳目
南
北
朝
史
』
上
冊
を
上
梓
さ
れ
、
『
北
周
六
典
』
を
公
に

さ
れ
た
、
山
東
大
間
学
教
授
王
仲
筆
先
生
が
、
制
度
史
に
つ
い
て
概
述
さ
れ
、
そ

の
す
ぐ
翌
週
に
は
、

前
香
港
中
文
大
皐
の
牟
潤
孫
数
授
が
「
清
代
史
四
月
子
衰
落
的

原
因
」
を
論
じ
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
北
大
で
の
研
究
環
境
は
、
速
い
勢
い

で
活
滋
化
し
て
き
で
お
り
、
皐
生
や
研
究
生
の
方
も
、
そ
れ
に
感
ず
る
如
く
、

極
め
て
熱
心
に
皐
習
研
究
に
打
ち
込
ん
で
い
る
。
階
麿
史
の
王
永
輿
先
生
も
、

夏
期
休
暇
前
の
最
後
の
課
に
於
い
て
、
特
に
時
聞
を
割
い
て
今
後
の
皐
習
指
針
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を
一
不
さ
れ
、
「
卒
寅
」
の
二
字
を
輿
え
て
皐
生
を
鼓
舞
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
諸
先

生
方
の
講
皐
の
中
か
ら
自
分
が
皐
び
取
っ
た
も
の
は
、
「
遁
」
と
い
う
こ
と
の

重
み
、
視
野
の
貸
さ
、
で
あ
る
。

中
薗
歴
史
専
業
に
は
、
現
在
、
十
五
名
の
研
究
生
が
お
り
、
各
々
の
研
究
に

従
事
し
て
い
る
。
歴
史
系
金
鐙
と
し
て
見
る
と
、
七
八
年
度
に
七
名
、
七
九
年

度
に
は
二
十
一
名
の
研
究
生
が
採
用
さ
れ
た
。
中
園
史
専
業
の
研
究
生
が
迎
え

入
れ
ら
れ
た
の
は
、
七
九
年
度
が
文
革
後
と
し
て
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
研
究
生
の
年
齢
は
三
十
歳
か
ら
三
十
八
歳
ま
で
で
、
大
多
数
は
北
大
出

身
。
皐
内
に
部
屋
(
一
室
四
名
)
を
輿
え
ら
れ
て
い
る
が
、
市
内
に
家
庭
を
持

っ
て
い
る
人
も
少
な
く
な
い
。
研
究
分
野
を
時
代
短
に
分
け
て
見
る
と
、

先
秦

一
名
、
惰
唐
三
名
、
宋
二
名
、
元
二
名
、
明
二
名、

清
二
名
、
近
代
三
名
で
あ

る
(
秦
漢
・
軸
翌
日
南
北
朝
時
代
を
専
攻
す
る
研
究
生
は
、
現
在
、
採
用
さ
れ
て

い
な
い
)
。
第
二
期
生
(
八

O
年
級
)
の
考
試
は
、
本
年
五
月
十
日
か
ら
三
日

聞
に
亙
っ
て
寅
施
さ
れ
、
一
や
均
年
齢
が
幾
分
下
降
し
た
模
様
で
あ
る
(
北
京
日

報
五
月
十
一
日
続
)
。
現
在
、
研
究
生
の
多
く
と
交
際
し
、
或
い
は
教
え
を
受

け
て
い
る
が
、
そ
の
暴
力
は
相
射
的
に
高
い
。
嘗
然
の
こ
と
な
の
か
も
知
れ
ぬ

が
、
中
園
史
及
び
中
圏
全
佳
に
亙
る
該
博
な
知
識
を
持
っ
て
い
る
ほ
か
、
全
員

が
一
擦
に
書
籍
の
「
校
勘
」
に
謝
し
て
異
様
な
程
の
執
着
心
を
抱
い
て
い
る
の

に
は
、
貧
に
敬
服
さ
せ
ら
れ
る
。
そ
の
勤
勉
な
皐
習
ぶ
り
に
は
皐
ぶ
所
が
極
め

て
多
く
、
極
く
近
い
将
来
、
彼
等
の
業
績
を
限
に
す
る
こ
と
に
な
る
に
相
違
な

中
閣
の
大
皐
全
般
に
『
通
じ
て
言
え
る
こ
と
だ
が
、
北
大
に
も
、
日
本
の
4

研

究
{
軍
〆
様
の
部
室
が
な
い
。
北
大
圏
書
館
二
階
の

「
敦
煙
文
書
工
作
室」

と

「
中
園
通
史
参
放
資
料
編
纂
{至
」
(
『
中
園
通
史
参
放
資
料
古
代
部
分

第
五

冊
』
を
編
集
中
)
は
、
い
ず
れ
も
特
別
に
設
け
ら
れ
た
部
屋
で
あ
り
、
そ
の
ほ
か

に
、
「
歴
史
系
中
園
古
代
史
数
研
室
」
が
有
る
が
、
こ
れ
も
、

そ
の
根
本
性
格

は
事
務
室
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
研
究
生
同
士
山
が
一
つ
の
宿
舎
に
か
た
ま
っ

て

住
ん
で
い
る
の
で
、
雑
談
や
情
報
交
換
の
機
舎
と
場
所
に
は
事
歓
か
な
い
。
研

究
執
筆
等
は
、
普
通
、
園
書
館
内
の
「
研
究
生

・
数
師
閲
覧
室
」
〈
一
般
拳
生

の
入
室
は
許
さ
れ
て
い
な
い
)
で
信
用
さ
れ
て
い
る
。
新
刊
雑
誌
か
ら
、
十
通

・

二
十
四
史
・
四
部
叢
刊
等
に
至
る
工
具
書
類
は
、
こ
の
閲
覧
室
の
開
架
書
棚
に

置
か
れ
て
い
て
自
由
に
閲
覧
で
き
、
大
部
分
の
叢
書
も
、
こ
こ
で
容
易
に
借
貨

で
き
る
。

貴
重
書
類
は
、
園
書
館
一
階
の
善
本
閲
覧
室
で
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
れ
で
も
さ
ら
に
見
ら
れ
な
い
善
本
は
、
北
海
公
圏
西
郊
の
北
京
圏
書
館

「
善
本
特
裁
関
究
室
」
に
出
向
け
ば
よ
い
(
一
般
線
装
本
は
、
奮
内
城
東
北
角

・
薙
和
宮
南
の
柏
林
寺
分
館
に
別
置
さ
れ
て
い
る
)
。
北
大
聞
書
館
の
閲
覧
時

聞
は
、
早
朝
七
時
半
か
ら
、
食
事
時
の
休
憩
を
挟
ん
で
夜
九
時
半
ま
で
で
、
時

間
的
に
は
随
分
便
宜
が
園
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
不
便
な
の
は
雑
誌
の
閲
覧

で
、
と
り
わ
け
、
圏
外
の
皐
術
雑
誌
は
、

幾
箇
慮
か
に
分
散
さ
れ
て
い
て
、
目

差
す
各
競
を
手
に
す
る
ま
で
に
は
相
首
な
時
開
を
必
要
と
す
る
。

北
大
の
朝
は
、
早
い
。
六
時
宇
に
は
、
鼠
平内
の
大
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
ラ
ジ
オ

の
ニ
ュ
ー
ス
報
道
が
流
さ
れ
、
ま
た
、
九
時
二
十
分
、
第

一
限
目
が
終
わ
っ
た

時
黙
で
、
ラ
ジ
オ
韓
操
の
大
音
響
が
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
響
き
亙
る
。
大
牢
の
皐

生
は
、
こ
の
時
閉
ま
で
に
は
起
き
る
わ
け
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
時
聞
に

な
っ
て
も
、
ま
だ
林
の
中
、
と
い
う
留
皐
生
は
少
な
く
な
い
。
室
回
庖
(
新
華
書

庖
)
と
購
貿
部
は
、

い
ず
れ
も
祭
内
に
あ
り
、
不
自
由
は
な
い
。
た
だ
、
一
般

的
で
な
い
書
籍
は
入
荷
さ
れ
に
く
い
の
で
、
研
究
生
や
本
好
き
の
副
学
生
は
、

度

度
、
西
単
や
王
府
井
の
新
華
蓄
広、

琉
璃
廠
の
中
図
書
庖
〈
古
書
庖〉

等
に
出

掛
け
て
い
る
。

九
月
か
ら
始
ま
っ
て
八
月
に
終
わ
る
(
七
月
十
日
過
ぎ
か
ら
夏
季
休
暇
)
北
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大
の
一
年
の
サ
イ
ク
ル
の
中
で
、
新
緑
の
美
し
い
五
月
は
、
気
候
も
し
の
ぎ
や

す
く
、
そ
の
故
か
、
開
学
習
研
究
活
動
も
最
も
活
滋
で
あ
る
。
こ
の
前
後
に
は
、

「
五
凶
運
動
」
(『
北
京
大
皐
皐
生
運
動
史

一
九

一
九
|
一
九
四
九
』
l
北
京
大

事
歴
史
系

《
北
京
大
皐
皐
生
運
動
史
》
編
潟
組
北
京
出
版
社
一
九
七
九
年

!
の
谷
頭
巻
二
車
は
、
「
光
輝
的
五
四
運
動
」
で
あ
る
)
を
記
念
す
る
各
種
の

催
し
が
、
築
-門風
平外
各
彪
で
引
き
も
切
ら
ず
開
催
さ
れ
る
。
中
で
も
、
歴
史
系

に
と
っ
て
最
も
重
要
な
そ
れ
は
、
「
五
四
科
祭
討
論
曾
」
と
呼
ぶ
、
皐
内
皐
舎

で
あ
る
。
本
年
度
は
、
五
月
二
十
六
日
か
ら
六
月
十
七
日
に
亙
り
、
主
に
、
歴

史
系
緋
公
室

・
二
院

一
O
八
時
制
室
を
使
用
し
て
開
か
れ
た
。
設
表
者
と
田
技
表
内

容
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

五
月
二
十
六
日

王
腕
私

「康
有
信
用

《
日
本
竣
政
孜
》
初
探
」

同
右
「
北
東
巡
慾
《
日
本
図
志
》」

陳
旋
翠
「
関
於
孫
中
山
的
早
期
活
動
問
題」

五
月
二
十
七
日

商
鴻
遼
「
清
代
由主
商
介
休
活
家
」

同
右
「
康
問
一争
取
翠
濁
及
其
善
後
措
施
」

五
月
二
十
八
日

調
翠
安

(世
界
歴
史
専
業
)
「
従
中
立
法
到
租
借
法
案
|
論
第
二
次
世
界

大
戦
初
期
美
図
的
欧
洲
政
策」

梁
士
心
明
(
世
界
歴
史
専
業
)
「
略
述
越
南
関
於
古
代
銅
鼓
的
研
究
」

五
月
三
十
日

商
鴻
遠

「論
康
岡
山
」

徐
凱

(
中
園
歴
史
専
業
助
数
)
「
試
論
明
代
蒙
古
三
娘
子
」

李
世
愉

・
李
出
国
際

(
中
園
歴
史
専
業
研
究
生
)
「
薩
爾
漁
戦
役
隻
方
兵
力

孜
賞
」

六
月
二
日

張
惇
翠
「
論
中
園
古
代
土
地
所
有
権
的
法
律
概
念
」

呉
宗
園
「
開
一
光
天
資
繁
祭
原
因
」

六
月
三
日

潜
潤
一
樹
(
世
界
歴
史
専
業
)
「
試
論
歴
史
設
展
動
力
問
題
」

援
策
渠
(
世
界
歴
史
専
業
)
「
歴
史
設
展
的
偉
大
動
力
輿
終
極
原
因
的
内

在
聯
系
初
探
」

六
月
四
日

鄭
家
前
官
(
世
界
歴
史
専
業
)
「
論
殖
民
土
地
繍
張
輿
南
非
各
族
的
歴
史
命

運」

同

右

「論
十
九
世
紀
以
前
南
非
社
舎
経
済
結
構
」

六
月
六
日

祝
線
斌

「
八
王
之
飢
爆
時
荻
原
因
試
探
」

願
徳
融
「
人
殉

・
人
牲
身
扮
探
析
」

王
育
成
(
中
園
歴
史
専
業
助
教
)

「
西
尉
侯
伯
都
可
割
問
王
設
質
疑
」

六
月
九
日

認
翠
安
「
液
斯
一崎
輿
雅
爾
塔
曾
議
」

鄭
亙
英
(
世
界
歴
史
専
業
)

「
関
於
羅
斯
一拍
的
評
債
問
題
」

六
月
十
日

了
則
動
・

王
樹
様

「張
太
雷
生
卒
及
其
貢
献
」

張
注
洪

「
飽
羅
廷
輿
一

九
一一一一一|
一
九
二
七
年
的
中
園
革
命
」

丁
則
動
「
策
的

一
大
召
開
日
期
和
参
加
人
数
的
孜
詮
」

六
月
十
一
日

考
古
昼
専
業

・
山
東
質
管
隊
「
肢
東
原
始
文
化
初
歩
孜
察
」

-158ー



六
月
十
三
日

山
西
寅
習
隊

「山
西
翼
城

・
曲
沃
調
査
提
出
的
幾
箇
問
題
」

六
月
十
六
日

青
梅
貧
期
目
隊
「
青
海
大
道
漢
墓
的
類
型
及
文
化
性
質
」

六
月
十
七
日

新
彊
寅
期
間
際
「
新
彊
中
部
範
葱
石
窟
的
類
型
」

(
多
少
の
嬰
更
が
あ
っ
た
が
、
首
初
の
計
査
の
ま
ま
を
-記
し
た
)

聞
学
生
主
催
の
稜
表
舎
は
、
教
官
の
そ
れ
よ
り
宇
月
程
先
立
っ
て
、
五
月
八
日

に
開
催
さ
れ
た
。
研
究
傾
向
を
知
る
上
で
有
盆
な
貼
が
有
る
の
で
、
左
に
、
そ

の
設
表
題
目
を
列
記
す
る
(
世
界
歴
史
専
業
は
省
略〉。

「
紀
念
五
四
運
動
講
演
大
曾
」

中
園
史
専
業
於
文
史
棲

一
O
九
時
抗
室

て

「試
論
西
漢
屯
田
」
中
園
史
専
業
七
八
年
期
生

二
、
「
針
朱
元
海
前
期
活
動
的
試
許
債
」
考
古
皐
事
業
七
七
年
期
生

一
ニ
、
「
司
馬
光
奏
強
王
安
石
表
排
僑
」
中
史
七
八

回
、
「
明
清
交
替
関
大
順
史
論
」
哲
築
専
業
七
八
年
期
生

五
、
「
司
馬
遷
下
吏
受
刑
年
考
」

中
史
七
八

六
、
「
試
従
雨
件
敦
煙
文
書
論
唐
土
族
的
援
化
」
中
史
七
八

七
、
「
石
遥
開
輿
太
卒
天
国
表
落
的
関
係
L

中
史
七
八

考
古
皐
専
業
於
文
史
棲
二
八
競
室

一
、
「
談
談
考
古
皐
輿
歴
史
準
的
関
係
問
題
」
考
七
七

二
、
「
試
論
中
日
商
圏
醤
石
田
柑
時
代
文
化
関
係
」
考
七
八

一二、

「
試
論
中
原
山
東
南
地
龍
山
文
化
前
諸
原
始
文
化
的
相
互
至
影
響
」

考
七
七

四
、
「
試
論
河
南
龍
山
文
化
向
二
塁
頭
文
化
的
過
渡
期
」
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考
七
七

五
、
「
秦
始
皇
十
二
金
人
用
途
及
形
象
的
推
定
」

考
七
八

六
、
「
試
論
我
圏
中
原
地
区
建
築
業
的
起
源
和
初
期
設
展
」

考
七
七

筆
者
は
、
右
演
題
の
幾
っ
か
を
聴
い
た
が
、
中
に
は
、
手
堅
い
賃
設
と
安
嘗

な
結
論
で
、
寅
に
感
心
し
た
稜
表
が
あ
っ
た
。

北
京
大
撃
の
中
園
皐
に
闘
す
る
概
要
は
、

基
本
的
に
は
以
上
の
如
く
で
あ

る
。
た
だ
、
そ
れ
が
、
E
大
な
山
容
の

一
側
面
で
し
か
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。
過
去
か
ら
現
在
に
連
な
る
悠
久
な
停
統
を
縦
糸
と
す
れ
ば
、
水
卒
に

僚
が
る
教
授
畢
生、

前
輩
後
輩
、
多
く
の
畢
業
生
逮
が
織
り
な
す
多
様
な
人
脈

は
、
そ
の
横
糸
で
あ
る
。
中
園
祉
倉
科
皐
院
の
歴
史
研
究
所
・
近
代
史
研
究
所

や
北
京
園
書
館
は
、
斯
界
の
中
心
的
研
究
機
関
で
あ
る
が
、
そ
の
所
員
は
、
北

大
の
畢
業
生
で
あ
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。

筆
者
も
、
北
大
の
留
皐
生
宿
舎

に
、
そ
の
雨
研
究
所
所
員
の
訪
問
を
受
け
た
が
、
こ
れ
は
、
穆
内
に
住
む
彼
等

の
友
人
訪
問
の
途
次
で
あ
る
場
合
が
多
か
っ
た
。

互
い
に
し
の
ぎ
を
削
っ
て
研

鎖
し
合
う
環
境
が
整
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
往
来
は
、

相暗回

に
頻
繁
で
あ
る
。

き
て
、
こ
の
て
二
年
の
関
に
、
文
卒
中
に
停
止
し
て
い
た
か
、
も
し
く
は

新
た
に
構
想
さ
れ
た
幾
つ
か
の
象
曾
・
研
究
舎
が
、
再
建
、
或
い
は
新
設
足
し

た
。
ま
ず
、
文
革
中
に
停
止
し
て
い
た

「
中
園
史
皐
曾
」

が
中
園
史
研
究
の
中

心
機
構
と
し
て
、
改
め
て
設
立
さ
れ
た
。
代
表
大
舎
は
、
八

O
年
四
月
八
日
か

ら
十
二
日
ま
で
、
北
京
で
開
催
さ
れ
、
全
園
か
ら

一
百
二
十
五
名
の
著
名
研
究

者
が
参
加
し
た
。
理
事
曾
主
席
闘
に
は
、

鄭
天
挺

(
天
津
市
史
皐
曾
理
事
長
〉

・
周
谷
城
(
上
海
史
皐
曾
曾
長
)
・
自
由
燕
葬
〈
北
京
市
史
察
合
同
禽
長
〉

・
劉
大
年

(
近
代
史
研
究
所
所
長
〉

・
郵
庚
銘
(
北
京
大
皐
歴
史
系
主
任
〉
の
五
氏
が
選
出
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さ
れ
た
。
時
を
同
じ
く
し
て
、

全
圏
各
省

・
市

・
自
治
匿
の
史
闘
争
舎
も
正
式
に

成
立
し
た
の
で
あ
る
〈
人
民
日
報
四
月
十
四
日
放
等
)
。
そ
の
ほ
か
、

「
中
園
園

書
館
皐
曾
」
(
七
九
年
七
月
成
立
。
『
図
書
館
事
遁
訊
』
七
九
年
第
二
期
参
照
)
、

「
中
園
現
代
史
接
合
」

(
陸
定
一
氏
が
名
器
合
長
、
数
樹
氏
が
曾
長
に
選
出
さ

れ、

常
設
機
構
は
鄭
川
大
撃
に
設
置
さ
れ
た
。

光
明
日
報
八

O
年
六
月
七
日

放
、
及
び
人
民
日
報
六
月
三
十
日
続
)
等
の
舎
の
成
立
を
み
た
。
以
上
は
、
暴

曾
再
興
の
一
端
で
あ
る
。
こ
う
し
た
祭
曾
動
向
報
道
の
度
に
気
づ
く
の
は
、
文

革
前
、
或
い
は
解
放
前
か
ら
名
を
知
ら
れ
て
い
た
老
教
授
迷
が
、

い
ま
も
な

お
元
気
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
顧
領
剛
先
生
は
、
本
年
八
十
八
歳

に
な
ら
れ
る
由
で
あ
る
が
、
既
に
初
集
が
出
た

『
史
林
雑
識
』
を
八
集
ま
で
出

版
さ
れ
る
計
査
を

お
持
ち
の
よ
う
で
あ
る
(
文
涯
報
八

O
年
一
月
八
日
放
)。

謝
園
禎
先
生
も
御
元
気
で
、
近
年
中
に

『
明
代
社
曾
経
済
史
料
選
編
』
『
明
代

農
民
起
義
史
料
選
編
』
等
を
刊
行
さ
れ
る
構
想
で
、
既
に
前
者
の
上
冊
が
公
刊

さ
れ
た
(
文
涯
報
八

O
年
二
月
二
十
七
日
放
参
照
)
。
南
関
大
風
平
副
校
長
・
歴

史
系
主
任

・
鄭
天
挺
敬
授
(
本
年
、
八
十
一
歳
)
は
、

「
中
園
史
摩
曾
」
理
事

曾
主
席
幽
の
構
成
員
で
あ
る
ほ
か
、
『
歴
史
大
僻
典
』
(
八
十
五
年
ま
で
に
出

揃
う
計
査
で
あ
る
)
の
主
編
者
、

『
歴
史
教
準
』
の
編
集
委
員
を
務
め
ら
れ
、

八
O
年
夏
に
南
開
大
皐
で
胴
平
行
さ
れ
る
「
明
清
史
園
際
討
論
告
閏
」
で
も
主
導
的

役
割
を
果
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
(光
明
日
報
八

O
年
四
月
十
二
日
放
)
。
『
明
清

史
資
料
』
も
数
授
の
主
編
で
、
ま
も
な
く
、
天
津
人
民
出
版
社
か
ら
出
版
さ
れ

る
漁
定
で
あ
る
(
人
民
日
報
四
月
二
十
九
日
続
可
既
に
物
故
し
た

著
名
歴
史

息
者
、
陳
垣
・
陳
寅
格
・
沼
文
欄
・
臭
喰

・
陳
守
寅

・
日
思
勉
・

賀
畠
群

・
鴻

拠
開
制
各
氏
に
関
す
る
文
章
は
、
『
人
物
』
第
一
期

・
『
議
書
』

七
九
年
七
期

・

『
皐
林
漫
録
』
等
々
の
雑
誌
や
、
人
民
日
報
(
八
O
年
一
月
十
一
日
鋭
、
奈
美

彪
|
近
代
史
研
究
所
|
「
浩
老
論
皐
四
則
」
〉
等
に
登
載
さ
れ
た
。
故
北
京
大
曲
学

副
校
長

・
蕩
伯
賛
氏
に
つ
い
て
は
、
そ
の
研
究
生
で
あ
っ
た
張
停
璽
氏
の
追
悼

文
が
人
民
日
報
(
八

O
年
二
月
二
十
二
日
〉
に
掲
載
さ
れ
、
論
文
集
も
既
に
公

刊
さ
れ
た

(『
蕩
伯
賛
歴
史
論
文
選
集
』
人
民
出
版
社
)
。

こ
れ
ら
の
大
数
授
遠

の
著
作
は
、

今
後
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
出
版
重
版
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
る
。

今
裁
に
入
っ

て
か
ら
、
日
本
か
ら
悲
し
い
知
ら
せ
が
相
継
い
で
舞
い
込
ん

だ
。
塚
本
善
隆
先
生
の
死
と
、
そ
れ
に
綾
く
吉
川
孝
次
郎
先
生
の
卦
報
で
あ

る
。
ま
こ
と
に
、
E
星
墜
つ
の
感
が
深
い
。
吉
川
先
生
の
死
を
聞
き
知
っ
た
の

は
、
四
月
九
日
午
後、

先
生
に
ゆ
か
り
深
い
琉
璃
廠
中
図
書
庖
に
於
い
て
で
あ

っ
た
。
報
を
資
し
た
の
は
留
皐
仲
聞
の
西
村
俊
範
氏
。
そ
の
日
の
午
前
中
に
、

人
民
日
報
の
報
道
を
見
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
琉
璃
廠
に
は
、
ま
だ
、

吉
川
倉
石
商
先
生
の
昭
和
初
年
の
留
築
時
代
を
知
る
人
が
い
る
。
そ
の
王
土
瑛

師
団
時
(
若
い
庖
員
は
、
年
輩
者
を

「
師
団博
」
と
呼
ぶ
〉
は
、
ニ

ュ
ー
ス
を
聞
い

て
顔
色
を
曇
ら
せ
、
「
二
年
前
に
も
、

こ
こ
に
見
え
た
が
、
:
・
」

と、

言
葉

少
な
で
あ
っ
た
。
現
在
、
琉
現
廠
の
中
年
以
上
の
師
停
遂
の
中
に
は、

い
ま
だ

に
来
熊
閣
や
ら
遁
象
粛
を
記
憶
し
て
い
る
人
も
少
な
く
な
い
。
こ
の
書
鐙
街
の

永
い
傍
統
は
、
必
ず
し
も
途
紹
え
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

故
吉
川
先
生
は
、
留
準
時
代
に
足
繁
く
琉
璃
廠
に
通
わ
れ
る
ほ
か
、
三
筒
僚

の
戒
を
立
て
て
、
自
ら
を
戒
め
ら
れ
た
、
と
聞
く
(
『
瀞
筆
記
録
』
)
。
そ
の
う

ち
の
二
箇
僚
は
、
料
理
の
名
を
鐙
え
な
い
、
芝
居
を
み
な
い
、

で
あ
っ
た
と
記

憶
す
る
。
貸
は
、
自
分
も
、
そ
れ
に
似
た
「
戒
」
を
立
て
て
北
京
に
や
っ
て
来

た
。
と
こ
ろ
が
、
比
較
的
早
い
段
階
に
、
相
い
前
後
し
て
、
こ
の
二
「
戒
」
を

破
棄
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
郊
外
の
北
京
大
祭
か
ら
市
街
地
に
出
た
場
合
、
往

往
に
し
て
、
一
般
の
飯
館
餐
艇
で
食
事
を
取
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
際
に
、
奈

の
註
文
が
で
き
な
け
れ
ば
、
餓
え
死
に
し
な
い
ま
で
も
、
わ
け
の
わ
か
ら
ぬ
も
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の
を
食
べ
る
は
め
に
な
る
ば
か
り
で
あ
る
。
奈
の
名
字
を
熟
知
す
る
こ
と
は
、

貨
に
、
必
要
不
可
鉄
事
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
「
洗
練
さ
れ
て
は
い
な
い
か

も
知
れ
な
い
が
、

妙
に
こ
せ
こ
せ
し
て
い
ず
、
ま
さ
に
、
堂
々
た
る
本
場
の
味

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
」
こ
れ
は
、
あ
る
日
本
の
中
園
料
理
研
究
家
雪一
一回
で
あ

る
。
首
肯
で
き
る
意
見
で
あ
る
。
こ
の
て
二
年
の
聞
に
、
文
革
中
に
御
法
度

だ
っ
た
老
舗
の
屋
放
が
、
陸
績
と
奮
に
復
し
た
。
例
を
穆
げ
る
と
、
「
落
筆
穣
飯

荘
」
(
文
革
中
は
「
首
都
飯
荘
」
と
い
っ

て
い
た
。
山
東
菜
)
、

「
東
来
順
」
(
奮

「
民
族
飯
荘」、

清
倶
楽
)
、
「
同
春
園
飯
荘
」
(
奮
「
鎖
江
飯
荘
」
、

江
蘇
菜
〉
、

「
玉
華
蓬
飯
荘
」
(
沓
「
准
揚
飯
荘
」
、
江
蘇
奈)、

「
幽
国
酒
棲
」

(
草
間
「
湘

江
飯
荘
」
、
湖
南
奈
〉
等
々
で
あ
る
。
北
京
と
言
え
ば
、
「
出
向
鴨
」
で
あ
る
が
、

幾
つ
か
あ
る
「
北
京
湾
鴨
庖
」
の
う
ち
最
大
規
模
を
誇
る
の
は
、
和
卒
門
に
在

る
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
庖
も
、
奮
屋
続

「
全
豪
徳
」
(
前
門
大
街
本
庖
)
に
復

す
る
こ
と
が
「
批
准
」
さ
れ
〈
北
京
日
報

二
月
九
日
獄
。
ほ
か
、
雑
誌
『
放

湯
』
八

O
年
第

一
期
等
を
参
照
)
、
最
近
に
な
っ
て
、

よ
う
や
く
、
そ
の
奮
屋

践
を
刻
し
た
匿
額
が
復
活
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
五
月
末
に
は
、
沓
北
京

「
八
大

楼
」
の
ひ
と
つ
「
致
美
懐
」
が
、
前
門
大
柵
欄
娘
食
庖
街
で
営
業
を
再
開
し
た

〈北
京
晩
報
六
月
二
十
二
日
続
)
。
楽
譜
も
種
々
出
始
め
た
。
そ
の
代
表
的
な

も
の
を
翠
げ
る
と
、

中
園
財
政
経
済
出
版
社
出
版
の
各
菜
系
の
『
中
園
祭
譜』

を
初
め
と
し
、
上
海
科
皐
技
術
出
版
社
か
ら
は

「中
圏
各
菜
黙
叢
書
」
(
六
冊
)

と
し
て
、
七
地
域
の
菜
譜
が
出
版
さ
れ
る
殻
定
で
あ
り
、
山
西
人
民
出
版
社
か

ら
は
『
山
西
食
譜
』
が
、
ま
た
、
北
京
出
版
社
か
ら
も
『
北
京
飯
庖
名
策
諮
』

上
下
冊
が
出
て
い
る
。
果
て
は

『
中
国
烹
鉦
』
と
い
う
季
刊
雑
誌
〈
商
業
部
中

園
烹
佐
編
輯
部
出
版
〉
も
出
廻
り
、

烹
任
技
術
者
の
育
成
も
員
剣
に
な
っ
て
考

え
ら
れ
始
め
た
(
人
民
日
報
八

O
年
六
月
二
十
日
焼
等
)
。

戯
劇
の
鑑
賞
は
、
昨
年
末
、
北
京
劇
風
一
闘
に
よ
る
京
劇
「
遡
氏
孤
児
」
を

鳴
矢
と
し
、
今
に
至
る
ま
で
、
戯
場
に
足
を
運
ぶ
こ
と
、
寅
に
し
ば
し
ば
で
あ

る
。
観
劇
の
場
所
は
、
前
門
外
の
慶
和
劇
場
(
『
放
滋
』
八
O
年
第
一
期
参
照
〉、

あ
る
い
は
西
皐
の
長
安
戯
院
、
ま
た
は
、
東
風
市
場
の
士
ロ
鮮
戯
院
、
そ
し
て
、

護
園
寺
の
人
民
劇
場
、
隆
一
施
寺
跡
の
東
域
医
工
人
倶
築
部
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ

た
。
大
部
分
が
京
劇
観
劇
だ
が
、
そ
の
ほ
か
に
も
、
評
劇
・
曲
劇
・

越
劇

・
川

劇
・
楚
劇
等
も
聴
い
て
み
た
。
そ
の
と
り
ど
り
が
興
味
深
く
、
人
々
の
噌
好
や

感
受
が
、
あ
る
い
は
簡
単
な
刑
事
裁
剣
の
し
く
み
や
種
々
の
風
俗
が
、

一
目
瞭

然
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
印
象
深
く
思
っ
た
の
は
、
戊
成
獲
法
を
歴
史
背
景

に
、
光
絡
皇
帝
と
そ
の
妃
珍
妃
を
主
人
公
に
し
た
北
京
曲
劇

「
珍
妃
涙
」
(北

京
曲
裏
曲
劇
闘
演
出
)
で
あ
る
。
自
分
は
、
そ
の
劇
を
通
じ
、

清
朝
人
の
服

袋
、
及
び
脆
舜
の
仕
方
に
つ
い
て
、
初
め
て
、
或
る
程
度
ま
で
正
確
に
理
解
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
孫
硯
琴
女
史
の
怒
勾
膳
太
后
、
韓
新
民
氏
の
麟車

線
、
さ
ら
に
、
修
大
方
氏
の
演
じ
た
宣
官
李
蓮
英
も
、
い
き
い
き
と
し
た
演
技

で
、
見
態
え
が
あ
っ
た
。
答
醸
の
僻
で
あ
る

「瞭
」
の
無
気
味
な
裂
撃
は
、
い

ま
も
耳
に
残
っ
て
い
る
。
修
氏
自
身
が
稀
族
出
身
で
、
幼
年
時
に
少
な
か
ら
ざ

る
清
廷
大
監
と
接
燭
し
、
そ
の
後
も
交
際
往
来
が

あ
っ
た
と
い
う

こ
と
な
の

で

(
『曲
慈
輿
曲
劇
』
第
三
期
曲
劇

。
珍
妃
涙
9

専
刊
北
京
幽
萎
幽
劇
闘
編

輯
て
そ
の
演
技
の
迫
真
も
宜
な
る
哉
で
あ
る
。

そ
れ
以
後
、
観
劇
は
、

一
種

の
皐
習
で
あ
る
と
心
得
た
。
そ
し
て
、
書
籍
上
で
知
り
得
な
か
っ
た
多
く
の
事

を
、
舞
宙
盤
上
の
演
技
や
細
か
な
動
作
か
ら
拳
び
取
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ

る。
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こ
う
し
た
二
週
の
「
暴
習
」
で
皐
び
得
た
教
訓
は
幾
っ
か
有
る
が
、
そ
の
主

要
な
粘
は
、

風
俗
習
慣
か
ら
生
活
様
式
の
微
細
な
黙
に
至
る
ま
で
、
我
が
日
本

と
中
園
の
関
に
は
大
き
な
「
差
」
が
存
在
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
お
互
い
が
、

そ
の
「
差
」
と
そ
の
意
味
を
熟
知
し
て
い
ぬ
こ
と
、

さ
ら
に
、
中
園
に
関
す
る
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俗
説
に
謀
り
多
い
と
い
う
こ
と
等
で
あ
る
。
や
や
表
現
を
改
め
て
言
う
と
、
自

分
も
、
ま
だ
日
本
に
い
る
時
に
は
は
っ
き
り
し
な
か
っ
た
も
の
が
、
中
園
に
や

っ
て
来
て
即
座
に
了
解
で
き
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
食
べ
る
も
の
の
な
か

で
、
包
子

・
鰻
頭
・
水
鮫
子

・
鍋
貼

・
油
燦
・

焼
餅
・
熔
餅
等
々
の
小
吃
類

は
、
小
説
や
ら
何
か
の
文
章
で
、
寅
に
度
々
お
自
に
掛
か
っ
た
が
、

本
嘗
の
と

こ
ろ
は
、
う
ま
く
区
別
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

今
で
は
、
こ
れ

ら
の
食
べ
も
の
に
つ
い
て
は
、
も
う
、
金
輪
際
忘
れ
っ
こ
な
い
、
と
い
っ
た
程

度
の
自
信
が
持
て
た
。
た
だ
、
そ
れ
以
外
の
、

生
活
の
諸
相
に
及
ぶ
事
柄
と
な

る
と
、
い
ま
だ
に
理
解
が
及
ば
ぬ
貼
が
少
な
く
な
い
。
中
園
史
、
さ
ら
に
は
中

園
そ
の
も
の
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
一
切
合
切
に
つ
い
て
、

或
る

程
度
以
上
の
知
識
と
理
解
と
が
必
須
な
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
京
劇
等
の
主
人

公
逮
の
中
で
、
孫
悟
空
や
閥
羽
伺

・
諸
葛
亮
等
は
、
と
り
わ
け
我
々
日
本
人
に
と

っ
て
も
な
じ
み
深
く
、
つ
い
、
日
本
人
の
英
雄
と
思
い
込
み
が
ち
だ
が
、
彼
等

は
、
や
っ
ぱ
り
、
中
園
人
が
作
り
出
し
、
育
て
あ
げ
た
英
雄
像
で
あ
る
こ
と
を

思
い
知
ら
さ
れ
た
。
そ
こ
か
ら
考
え
つ
く
の
は
、
中
園
史
は
、
や
は
り
、

中
園

人
の
作
り
成
し
て
来
た
歴
史
で
あ
る
、
と
い
う
単
純
極
ま
り
な
い
事
貨
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
事
柄
が
う
ま
く
理
解
で
き
て
も
い
な
い
の
に
、
依

然
と
し
て
中
園
「
研
究
」
が
進
め
ら
れ
て
い
る
の
が
現
寅
で
あ
る
。
こ
の
事
寅

は、

今
こ
そ
、
再
び
惣
起
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
重
要
事
で
あ
る
に
違
い
な
い
。

最
後
に
、
北
京
市
街
の
現
況
と
、
圏
内
放
行
に
つ
い
て
述
べ
る
。
北
京
も
、

御
多
分
に
漏
れ
ず
、

新
替
の
建
築
が
複
雑
に
交
錯
し
、
大
き
な
過
渡
期
を
迎
え

て
い
る
。
復
興
門

・
建
園
門
の
立
鐙
交
差
、
宣
武
門
附
近
の
高
層
住
宅
群
は
新

し
い
北
京
の
象
徴
で
あ
る
。
習
中
園
の
古
建
造
物
は
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
に

つ
い
て
は
、
『
北
京
放
滋
手
冊
』
(
北
京
出
版
社

一
九
八

O
年
改
訂
版
)
を

初
め
、
北
京
市
文
物
工
作
隊
編
『
北
京
名
勝
古
蹟
』
(
一
九
八
O
年
修
訂
版

北
京
市
文
物
工
作
隊
は
、
北
京
市
革
命
委
員
舎
の
批
准
を
経
て

一
九
七
九
年
八

月
再
建
さ
れ
た
)
等
の
種
々
の
政
務
案
内
誌
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
以

外
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
丹
念
に
脚
で
廻
わ
る
ほ
か
に
す
べ
が
な
い
。
あ
ち
こ

ち
歩
い
て
見
て
、
こ
れ
は
、
と
思
う
古
建
築

・
遺
蹟
が
あ
れ
ば
近
郷
の
人
々
に

聞
き
、
そ
れ
で
わ
か
ら
な
け
れ
ば

(
そ
し
て
、
そ
う
い
う
場
合
が
多
い
)、

『
奮

都
文
物
略
』
(
一

九
三
五
年
、
北
卒
市
政
府
秘
書
慮
編
)
附
載
の
地
園
(
胡
同

名
ま
で
記
入
し
て
あ
る
)
等
で
見
蛍
を
つ
け、

『
北
卒
廟
字
遁
検
』
(
一

九
三

六
年
、
園
立
北
卒
研
究
院
史
朗
学
研
究
曾
歴
史
組
編
)
を
繰
っ
て
み
る
。
こ
こ
に

は
『
欽
定
日
下
奮
関
考
』

『
光
緒
順
天
府
士
官
『
笈
垣
識
略
』
『
京
師
坊
巷
士
山
』

を
初
め
と
し
て
、
北
京
に
つ
い
て
誌
し
た
代
表
著
作
十
六
種
が
網
羅
さ
れ
て
い

る
か
ら
、
調
査
封
象
の
大
部
分
に
つ
い
て
、
そ
の
名
稽
・
沿
革
等
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の

『
通
機
』
に
牧
録
さ
れ
て
い
な
い
書
籍
も
か
な

り
あ
り
、
そ
れ
ら

『
長
安
客
話
』
『
宛
署
雑
記
』

『
故
都
嬰
遜
記
略
』
『
北
京

史
蹟
叢
書
』
『
北
卒
史
表
長
編
』

『
京
津
風
土
叢
書
』
等
々
は
、
随
時
見
て
置

く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
以
上
と
は
反
到
の
手
績
を
経
て
、
北
京
の
史
蹟
探
訪

に
赴
く
こ
と
も
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
一
部
未
公
開
史
蹟
以
外
は
、
こ
の
様
に

し
て
、
そ
の
大
部
分
を
参
観
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、

書
籍
上
で
知
り

得
た
史
績
が、

既
に
存
在
し
な
く
な
っ
て
い
る
例
は
、
残
念
な
が
ら
、
相
暗回
数

あ
る
。
一
方
、
解
放
後
、
人
民
共
和
園
政
府
の
保
護
修
復
を
得
て
、
盛
時
に
近

い
輝
き
を
取
り
戻
し
た
も
の
も
、
ま
た
、
少
な
く
な
い
。
故
宮

・
天
壇

・
願
和

圏
・
北
海
等
々
は
そ
の

一
例
。
近
い
崎
将
来
に
は
、

潅
和
宮

・
園
子
監

・
西
黄
寺

・
白
雲
槻
等
々
が
修
復
工
事
を
終
え
、相到
外
的
に
開
放
さ
れ
る
由
で
あ
る
(北

京
日
報
六
月

一
日
・
二
十
日
鋭
、
及
び
そ
の
他
〉。

中
園
圏
内
の
放
行
は
、
留
同
学
生
や
語
翠
専
家
に
と
っ
て
、
そ
の
放
行
期
聞
が
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所
属
拳
校
の
休
暇
中
で
さ
え
あ
れ
ば
(
休
暇
以
外
で
も
、
特
例
が
有
る
〉
、
「
旋

行
誼
」
申
請
も
簡
単
に
認
可
さ
れ
、
制
到
外
的
に
開
放
さ
れ
て
い
る
都
市
・
地
域

(
そ
の
一
覧
表
は
『
北
京
放
滋
手
冊
』
=
二
四
頁
に
-記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

後
、
主
だ
っ
た
地
域
と
し
て
は
、
一
繭
建
省
の
一
繭
州
・
慶
門
・
湾
州
・
泉
州
の
四

都
市
が
新
た
に
開
放
さ
れ
た
)
を
自
由
に
般
行
で
き
る
。
一
人
放
で
も
、
勿

論
、
問
題
は
な
い
。
各
地
域
に
は
、
外
園
人
が
宿
泊
す
る
た
め
の
賓
館
・
飯
館

・
招
待
所
の
類
が
あ
り
、
建
て
前
と
し
て
、
そ
の
種
の
宿
泊
施
設
を
使
用
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
決
ま
り
で
あ
る
。
「
硬
臥
」
や
「
硬
座
」
に
坐
し
て
行
く
火

事
の
放
は
、
中
園
の
人
々
と
接
す
る
機
曾
が
多
く
、
中
園
語
の
う
ま
さ
に
感
じ

て
曾
話
を
楽
し
む
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
興
味
を
抱
い
た
地
域
を
、
納
得
の
ゆ
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く
ま
で
、
あ
る
い
は
度
重
ね
て
訪
問
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
や
は
り
圏
鐙

披
行
に
な
い
特
典
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
ま
で
書
い
て
来
て
も
、
ま
だ
ま
だ
書
き
蓋
く
せ
な
か
っ
た
事
柄
が
山
ほ

ど
残
っ
た
。
そ
れ
ら
は
文
章
に
表
現
し
に
く
か

っ
た
り
、
ま
た
、
こ
の
誌
面
に

相
態
し
く
な
い
内
容
で
あ
っ
た
り
、
緩
々
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
多
く
は
、

や
が
て
、
こ
の
中
園
に
や
っ
て
来
て
、
幾
ら
か
で
も
長
期
聞
に
亙
っ
て
滞
在
す

る
こ
と
に
な
る
人
々
に
と
っ
て
、
自
明
の
こ
と
の
よ
う
に
理
解
で
き
る
事
柄
で

あ
る
。

(
在
北
京
大
皐
)
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